
 

 

令和 4 年（2022 年）1 月 19 日 
市 議 会 議 員 各 位 様   

学 校 教 育 部 長 

 

 

新型コロナウイルス感染症拡大状況下における「子どもたちの学びを止めない」 

ための取組について（報告） 

 

 

このことについて、下記のとおりご報告いたします。 

 

 

記 

 

 
１．対応について 

新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴い、昨年 8月及び 9月実施のハイブリッド
型授業を、保護者や市民の皆様からいただいた意見や、学校の取組状況を踏まえ、全
ての授業の一律配信から、授業のオンライン配信と課題配信や実技の後日実施等を組
み合わせた形態に変更して実施する。 

 
２．概要 
①１月 20日（木）からハイブリッド型授業を行う。 

②登校せず、家庭からタブレット端末を使って学校とつながることも可とし、その場

合においても、欠席とはならない（出席停止の扱い）。 
 

３．期間 
 １月 20日（木）～当面の間 
 
 
４．資料（別添） 
 ・新型コロナウイルス感染症拡大状況下における「子どもたちの学びを止めない」た

めの取組について（保護者配付資料） 
 
 
 
 
 
 
 

（連絡先）学校教育部 学校教育室 内線 1015-8051 



 

令 和 ４年 １月 1 9 日  

保 護 者 の 皆 様 へ  

枚 方 市 教 育 委 員 会  

 

新型コロナウイルス感染症拡大状況下における「子どもたちの学びを 
止めない」ための取組について 

 

平素は本市の教育活動に対して、ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、本市では、昨今の新型コロナウイルス感染症拡大の状況に対応するため、昨年8月及び9月に一人一台の

タブレット端末を活用し、教室でも家庭でも同様の学びができることをめざしたハイブリッド型授業を実施したところ

です。 

今回、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴い、ハイブリッド型授業に対する保護者や市民の皆様からいただ

いた意見や、学校の取組状況を踏まえ、別紙のとおり、全ての授業の一律配信ではなく、授業のオンライン配信と

課題配信や実技の後日実施等を組み合わせた形態に変更して実施します。 

保護者の皆さまにおかれましては、引き続き感染拡大防止にご協力いただきますとともに、市としましても、児童・

生徒にとって、より学習効果の高いハイブリッド型授業を行ってまいりますので、ご理解・ご協力をお願いします。 

 

 

記 

 

 

１． 登校せず家庭で授業を受ける児童・生徒への取組 

令和 4年１月 20日（木）からハイブリッド型授業を実施します。 

 

２． 今回のハイブリッド型授業の概要 

※別添資料のとおりです。 

 

３． 家庭で学習を希望される場合に各家庭にお願いしたいこと 

 （１）家庭からの学習を希望される場合は、お子様とよく話し合いを行ったうえで、できる 

だけ早く学校に連絡をお願いします。 

  （２）学校が家庭からオンラインの接続テストを行う場合には、協力をお願いします。 

 （３）家庭からオンライン授業を受講する際、想定される iPad のトラブル解決方法について、 

次のサイトにまとめています。右の QR コードからアクセスができますので、確認をお願  

いします。（QR コードをタップすることでもアクセスできます。） 

（４）ご家庭にWi-Fi 環境がある場合は、できる限りご家庭のWi-Fi に接続していただき   

ますようお願いします。（Wi-Fi 使用についてのアンケートをハイブリッド型授業終了後に実施しますので、ご

協力をお願いします。Wi-Fi の接続方法についてはQR コードを参考にしてください。） 

（５）オンライン授業の受講マナーを必ず守るよう、お子様とよく話し合っていただきますよう、お願いします。 

 

４．その他 

（１）登校せず、家庭でオンライン授業を受講した場合は、欠席とはなりません。（出席停止の扱いとなります。） 

（２）定期試験等、オンラインで対応できないテストについては、登校して受験してください。 

（３）給食は通常通り実施していますが、登校せず家庭で授業を受けるため、給食を食べない場合は給食費

を返還します。 

（問合せ先） 

枚方市教育委員会 学校教育室 

教育研修担当 ICT 推進グループ 

電話番号：050-7105-8051 

https://sites.google.com/hirakata.osakamanabi.jp/ict-kinkyu-student/ict機器を活用した新たな学び-緊急対応版


 

 

 

オンライン配信が効果的な場面では 

学校 
家庭 

課題の配信が効果的な場面では 

学校 
家庭 

体育など実技に取り組みます 
別課題に取り組み、登校再開後に 

実技に取り組む場合があります 

オンライン対応が難しい場面では 

学校 
家庭 

じっくり考える時間が必要な場面では 

学校 
家庭 

資料 

従来どおり 

変更点① 

変更点② 

変更点③ 


